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2021 年度（令和３年度） 第１回 市政モニターアンケート 
 

【アンケートの趣旨】 

今年度第１回のアンケートでは「安心と希望のための挑戦予算 2021 年度（令和３年

度）重点政策」の内容について，その全体像をお知りいただくとともに，重点政策に対す

る期待をお聴きし，次回以降のアンケートや市政運営に生かしていきたいと考えていま

す。 

このほかに，出水期（６月～10 月）が近づいていることから，防災について，洪水ハザ

ードマップをはじめとした防災情報の効果的な周知に向けたご意見をお伺いいたします。 

また，来年に築城 400 年を迎える福山城について，福山城博物館のリニューアル工事を

進めているところですが，その展示内容について，改めてご意見を伺い，より良いものに

してまいります。 

 さらに，市民の皆様の生活に直接関わる公共施設の整備や機能について，ご意見を伺い

ながら検討していくことで，利便性や満足度を向上させていきたいと考えています。その

ため，老朽化等による建替えの検討を進めている市民参画センター等について，また，図

書館サービスや子どもの読書活動について，ご意見をお伺いします。 

 

【回答にあたって】 

モニターの皆様には以下の質問にご回答いただき，別添の返信用封筒にて送付いただき

ますようお願いします。【2021 年（令和３年）５月７日（金）必着】 

なお，アンケート結果の迅速な集計・分析のために，返信用封筒の宛先を委託業者（株

式会社 ジャパンインターナショナル総合研究所）としております。 

また，①アンケートの回答内容と②回答された方の名前や住所を除く情報（年代，性

別，地域，職業等，子育て世帯該当・非該当）を同業者に提供しますが，回答された方が

特定されない形で集計・分析し，結果を市ホームページなどで公表します。個人情報の取

り扱いには十分留意しますので，ご理解いただきますようお願いいたします。 

 

【アンケート内容】 

１ 2021 年度（令和３年度）予算について 

今年度から，新たな都市づくりの指針となる「福山みらい創造ビジョン」がスタートしま

す。その予算を「安心と希望のための挑戦予算」とし，「デジタル化の推進」を基盤に「新

型コロナウイルス感染症対策の強化」「都市魅力の創造」「人口減少対策の強化」の３つの柱

に注力します。 

１つ目の柱「新型コロナウイルス感染症対策の強化」は，市民生活に安心を取り戻すため，

いまだ予断を許さない状況が続いている新型コロナウイルス感染症対策を最優先課題とし

て取り組むものです。 

２つ目の柱「都市魅力の創造」は，コロナ禍で変容した価値観などを踏まえる中で，市民

の皆様が快適で心豊かに暮らせるよう福山駅周辺の再生や地域づくりなどに注力するもの

です。 

３つ目の柱「人口減少対策の強化」は，本市の発展に不可欠な人材の育成・確保などを進

めるため，少子化対策など人口減少対策を一層強化するものです。 
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そして，これら３つの柱を支える基盤として社会のデジタル化を推進することで，「福山

みらい創造ビジョン」のめざす姿の実現に向けた原動力とします。 

この重点政策について，次の設問にお答えください。 

なお，選択肢にある各取組は，別添資料「安心と希望のための挑戦予算 2021 年度（令

和３年度）重点政策」に掲載しているものです。 

 

問１ 重点政策の柱「１ 新型コロナウイルス感染症対策の強化」のうち，その成果に

期待したいと思うもの全てに「○」を記入してください。 

①感染拡大防止策の徹底 

（  ） 後方医療機関支援事業の創設 

      －医療現場のひっ迫を回避するため，新型コロナウイルス感染症の治療

後も基礎疾患などにより入院を要する患者を受け入れる医療機関に対

する補助を実施 

（  ） 検査体制の強化 

      －感染拡大を防止するため，保健所での PCR 検査などの実施，保険適用

時の自己負担分を無償化 

（  ） 患者への支援 

      －患者の経済的負担を緩和し，安心に繋げるため，入院に係る医療費を

公費負担，入院時の駐車場使用料を補助 

（  ） 医療従事者などへの支援 

      －現場の最前線で戦っている医療従事者を支えるため，帰宅が困難な医

療従事者などへの宿泊費を補助 

（  ） e ラーニング講習の実施 

      －職場における感染防止対策を徹底するためのガイドラインの普及啓発 

②市民への生活支援（コロナ禍の影響を受けやすい方々の生活を支える） 

（  ） 子育て家庭への支援 

      －新たに子どもが生まれた家庭やひとり親家庭への給付金の支給，子ど

も食堂やフリースクール等による児童見守り体制の強化 

（  ） 高齢者・障がい者への支援 

      －在宅の高齢者・障がい者への配食サービスの拡充 

③中小事業者への支援 

（  ） 雇用の維持 

      －人材の余剰と不足を解消する人材シェアリングの推進 

（  ） 事業の継続支援 

      －利子補給による小規模事業者への無利子・無担保の融資支援，通所系

介護サービス事業所・障がい福祉サービス事業所の訪問サービス実施

のための補助  
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問２ 重点政策の柱「２ 都市魅力の向上」のうち，その成果に期待したいと思うもの

全てに「○」を記入してください。 

①福山駅周辺の再生 

（  ） 駅前広場の再整備 

      －交通結節点機能に加え，駅前におけるにぎわい，憩い，集いの中心と

なる交流機能を備えた駅前広場の再整備のための基本方針の策定

（2022 年度）に向けた協議会の設置 

（  ） 福山駅前送迎バス乗降場の整備 

      －交通安全上の課題の解消や，駅周辺の回遊性を高め，新たな人の流れ

を生み出すための駅南側への送迎バス乗降場の移設 

（  ） テラス営業の活用促進 

      －福山駅周辺を居心地が良く歩いて楽しい空間に変えていくための国家

戦略特区などの規制緩和による道路空間の活用促進 

（  ） エフピコ RiM の再生 

      －エフピコ RiM をスピード再生し，にぎわいを創出するための改修工

事，市民参加型イベントの実施（2022 年（令和４年）４月リニューア

ルオープン） 

（  ） 福山城築城 400 年に向けた整備 

      －多くの方に快適に福山城を訪れ，楽しんでもらうための福山城公園大

型バス駐車場の整備，駅北口スクエア広場の整備，電線類の地中化・

道路の美装化 

（  ） 三之丸町地区（旧キャスパ等跡地）の再生 

      －福山市の玄関口にふさわしい魅力とにぎわいの創出に向けた旧キャス

パ等跡地の再生事業（建築工事）への支援 

（  ） 中央公園 Park-PFI 

      －新たなにぎわいの創出をめざした，Park-PFI 事業によるレストランの

営業やイベントなどの開催 

     ※Park-PFI…公園に飲食店や売店などの施設の設置または管理と，当該施設から生ずる収益を活用して公

園整備などを一体的に行う民間事業者を公募により選定する手続きのこと 

②魅力ある地域づくり 

（  ） 地域戦略の策定 

      －個性豊かな地域づくりを進めるための戦略を策定 

（  ） 市政モニター制度 

      －市民の声を政策や市政運営に繋げ，市民に身近な行政を実現するた

め，市政に関するアンケートを実施 

（  ） 地域活性化会議 

      －市民の目線に立った政策立案を行うため,地域課題の解決に向けた施

策を議論 
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（  ） 支所などの広聴機能の強化 

      －これまで以上に地域の生の声を把握し，地域課題を解決するため，支

所長を始め職員が直接市民の声を聴き，施策に反映 

（  ） 空き家の活用促進 

      －空き家を活用し，地域の活性化等を図るため，空き家の改修や家財道

具の処分などに取り組む地域を支援 

（  ） 地域の担い手確保 

      －多様な人材が地域課題の解決に関心を持ち，地域に関わるきっかけを

つくるためのツアーの実施 

（  ） 有害鳥獣被害の軽減 

      －有害鳥獣の生息域と人里を隔てる緩衝地帯を整備する地域の支援 

③医療提供体制の充実 

（  ） 市民病院本館の建て替え 

      －がん医療・救急医療・高度専門医療の機能強化などに向け，増改築の

基本設計を策定（2023 年度 建設工事着手） 

（  ） 小児救急医療拠点病院の指定 

      －県境を越えて広域的に安定して提供できる 24 時間 365 日対応の小児

救急医療体制の整備 

（  ） 周産期医療体制の強化 

      －ハイリスク分娩等に対応できる総合周産期母子医療センターの指定を

めざし，大学と連携した医師の育成・確保，持続可能な周産期医療体

制の構築に向けた調査・研究を実施 

（  ） 医師の確保 

      －長年の課題とされている医療人材の確保のため，初期臨床研修医の研

修などに要する費用を補助 

（  ） 看護職員の確保 

      －看護職員確保のため，学生向け市内就職支援セミナーの開催，広島県

ナースセンター・サテライト福山と連携した潜在看護職員の掘り起こ

し 

④防災・減災の推進 

（  ） 国・県と連携した浸水対策の強化 

      －平成３０年７月豪雨における床上浸水被害を再び起こさないための

「抜本的な浸水対策」の実施（芦田川の河道掘削・堤防の強化工事着

手，手城川の河川改修工事 等） 

（  ） ため池の耐震化・廃止 

      －ため池の安全対策を強化するための，防災重点ため池の耐震化工事，

利用されていないため池の廃止工事 
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（  ） 防災重点ため池ハザードマップの作成・配布 

      －ため池決壊時の迅速な避難行動に繋げるため，ハザードマップを作

成・配布 

（  ） 自主防災組織の活動支援 

      －全自主防災組織への非常用発電機の配備，防災リーダー連絡協議会と

の連携 

（  ） 人材育成 

      －地域の防災をけん引する防災リーダーの育成 

（  ） 総合防災訓練の実施 

      －防災意識を向上させ，防災体制を強化するための全市一斉の福山市総

合防災訓練，広島県総合防災訓練・石油コンビナート等総合防災訓練 

⑤都市インフラの整備 

（  ） 国・県と連携した交流・物流ネットワーク機能の強化 

      －慢性的な交通渋滞を解消し，市民生活の安全性・利便性の向上と社会

経済活動の活性化を図るための幹線道路網の整備促進，地域産業の国

際競争力を高めるための国際物流拠点である福山港の整備促進 

（  ） 福山北産業団地第２期事業の推進 

      －2023 年度内の完成に向けて工事に着手，分譲の公募開始 

（  ） 次期ごみ処理施設の整備 

      －低炭素社会の実現に向け，発電効率の高い次期ごみ処理施設（2024 年

稼働予定）の整備 

⑥MICE の推進 

（  ） 戦略的な MICE 誘致 

      －外に向かって開かれた都市をめざすとともに，地域経済の活性化に向

け，国内外の MICE 誘致を本格化 

※MICE…企業が行う Meeting(ミーティング)，営業成績優秀者・従業員などを対象とした Incentive（報奨旅

行），政府・国際機関・学協会などが主催する Convention（会議），トレードショーなどに代表される

Exhibition/Event（展示会・イベント）の頭文字でビジネスイベントの総称のこと 

（  ） 築城 400 年へのカウントダウン 

      －築城 400 年に向けた機運醸成，福山城の整備，プレイベントの実施 

（  ） 世界バラ会議福山大会への本格始動 

      －本市にとって初めてとなる大規模な国際会議の開催に向けた機運醸

成，ばらの環境整備，ガーデンツーリズムの推進 
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問３ 重点政策の柱「３ 人口減少対策の強化」のうち，その成果に期待したいと思う

もの全てに「○」を記入してください。 

①福山ネウボラの強化 

（  ） 男性の育児休業取得支援 

      －男性の育児参加を促すための，企業が男性の育児休業取得者の代替人

材を確保する経費の補助 

（  ） 子育てパパ活躍ウィークの充実 

      －男性の育児参加の機運を醸成するための親子で参加できるイベント

（びんごキッズラボなど）の充実 

（  ） ネウボラ相談窓口「あのね」と「えほんの国」の商業施設での再開 

      －福山駅周辺に相談機能を備えた利便性の高い子育て支援機能を置くと

ともに，再開を望む声が多かった「えほんの国」を５月に天満屋福山

店にて開館 

（  ） ファイナンシャルプランナー相談 

      －経済面で不安を抱える家庭に寄り添うためのライフプランなどを気軽

に相談できる体制の整備 

（  ） 子ども家庭総合支援拠点機能の設置 

      －子育て家庭の実情を把握し，きめ細やかな支援に繋げていくため，専

門職による相談対応や継続的なソーシャルワークの中心的役割を担う

拠点機能を新設 

（  ） 産後ケアの充実 

      －特に支援が必要となる産後１年までの家庭を訪問し，母体の体調管理

や心身のケアなどの育児支援を実施 

（  ） （仮称）子ども未来館構想の推進 

      －子どもたちがワクワクして学び育つ場となるよう，市民や専門家等か

らのアイデアや意見を踏まえた基本構想を策定 

（  ） 富谷公園の遊具の美装化 

      －子どもたちの遊び場を快適なものにするため，遊具を美装化 

②未来を支える人材育成・確保 

（  ） 未来創生人材育成奨学資金 

      －福山の未来を創るために必要なデジタル人材，保育士，看護師を確保

するため，金融機関と連携した低金利の奨学資金制度と市内での就職

を条件とした返済補助制度の創設 

（  ） 企業による奨学金返済支援制度の創設 

      －中小企業における人材の定着を支援するため，従業員に対する奨学金

返済支援制度を創設した企業への補助を実施 

（  ） 企業の人材確保支援の強化 

      －インターンシップの実施支援，企業による自社就職試験への参加費支

給に対する補助 
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（  ） ワーケーションふくやまの推進 

      －新たな人の流れが生まれる中で，本市が選ばれる都市となるため，地

域課題の解決につながるワーケーションの誘致，びんご圏域周遊型ワ

ーケーションツアーの実施，専用 Web サイトを通じた情報発信 

      ※ワーケーション…「ワーク（仕事）と「バケーション（休暇）」を組み合わせた造語のこと 

（  ） 兼業・副業による人材活用の推進 

      －多様な働き方を推進するとともに，地域経済の活性化を図り，関係人

口の増加に繋げるための企業と兼業・副業人材のマッチング支援 

 

問４ 重点政策の３つの柱を支える基盤となる「デジタル化の推進」のうち，その成果

に期待したいと思うもの全てに「○」を記入してください。 

①デジタル化推進体制の強化 

（  ） 外部人材の登用 

      －産業・地域・行政のデジタル化を一体的に推進していくため，経験豊

かなデジタル専門人材を民間企業などから市役所に招へい 

（  ） びんごデジタルラボの立ち上げ 

      －様々な分野への ICT 導入を進めるため，企業や地域団体等が集い，も

のづくりなどのテーマごとに情報共有や事例研究を実施 

②社会のデジタル化 

（  ） 企業・事業者のデジタル化支援 

      －企業説明会のオンライン開催，スマート農業技術の導入支援，デジタ

ル化を支援する相談窓口の開設，オンライン展示会への出展支援 

（  ） デジタル化に向けた啓発 

      －首都圏のデジタル関連企業の経営者層やエンジニアと市内の学生や中

小企業との交流（ふくやまビジネスキャンプ），先端技術活用講座の

実施（ものづくり大学） 

（  ） デジタル技術の活用支援 

      －高齢者など市民がデジタル社会に対応していけるよう，地域活動への

デジタル技術の活用促進に向けた講習会の開催 

（  ） 地域課題の解決支援 

      －住み慣れた地域で心豊かに安心して暮らせるよう，デジタル技術を活

用して地域課題の解決に取り組む地域への補助，オンデマンド乗合タ

クシーの運行，自動走行の実証実験 

（  ） 高速通信網の整備による教育・保育などの推進 

      －子どもたちがタブレット端末を日常的に活用し，学びを深めるオンラ

イン学習の推進，保育のスマート化の実証実験，子育てに関する個別

相談や親同士のつながりを作る座談会のオンラインでの実施 
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（  ） 行政サービスの質の向上 

      －市民がいつでもどこでも手続ができ，利便性が高まるよう，福山市公

式 LINE の機能拡充，公民館などへのタブレット端末の整備，AI 案内

サービスの対象分野の拡充，電子申請の対象手続の拡充，キャッシュ

レス決済の拡充 

（  ） 行政内部事務のスマート化 

      －効率的な行政を推進するため，文書管理システムの導入による電子決

裁の推進，本庁舎のネットワーク環境の無線化，RPA の活用業務の拡充 

※RPA…AI などを活用し，定型的なパソコン操作などの業務の効率化・自動化を行う取組のこと 

 

２ 防災について 

今年も出水期（６月～10 月）が近づいてきました。市民の安心・安全な暮らしを守るため

に，防災・減災は，とても重要な施策です。そのため，国や広島県が新たに作成した「想定

最大規模降雨」（発生確率 1,000 年以上に１度）を前提とする洪水浸水想定区域図を基に「福

山市洪水ハザードマップ」を作成し， 2021 年（令和３年）３月下旬から皆様のお手元に配

布しています。 

（福山市ホームページにも掲載しています。） 

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/soshiki/kikikanri/43650.html 

 

洪水ハザードマップには，【情報面】と【地図面】の両面印刷としています。 

【情報面】は，いつどのような行動をとるか確認するマイタイムラインなど，平時から災

害に備えていただくために参考となる内容を掲載しています。【地図面】は，地域の危険な

区域を事前に確認していただくとともに，避難先を検討する参考となる内容を掲載しています。 

 

問１ 洪水ハザードマップに掲載している情報のうち，有効に活用できると考えるもの全て

に「〇」を記入してください。 

 

（１）【情報面】について 

（  ）①マイタイムライン 

※マイタイムライン…住民一人ひとりが，家族構成や地域の危険な状況などに応じて，避難情報などが発表された場 

合の行動を整理しておくもの 

（  ）②情報の確認方法（メール配信サービス，災害情報電話通報サービス等） 

（  ）③安否や緊急情報の連絡方法 

（  ）④避難行動の考え方（避難先の考え方，移動手段，避難開始のタイミング） 

（  ）⑤非常持出品の準備 

（  ）⑥平成３０年７月豪雨時の浸水状況 
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（２）【地図面】について 

（  ）①浸水の深さを４段階に分けて色別に表示（洪水浸水想定区域） 

（  ）②氾濫流や河岸侵食により家屋倒壊のおそれがある区域（家屋倒壊等氾濫想定区域） 

（  ）③車避難の際の避難先の目安となる範囲（高台等避難適地） 

（  ）④土砂災害警戒区域，土砂災害特別警戒区域 

（  ）⑤洪水又は土砂災害に対応した避難場所 

 

問２ 災害時に様々な情報伝達手段で防災情報を発信しています。防災情報の入手方法等を

参考とするため，次の設問にお答えください。 

 

（１）あなたが防災情報を入手するときに活用しているもの全てに「〇」を記入してくだ

さい。 

（  ）①緊急速報メール（エリアメール） 

（  ）②電子メール（国，県，市の登録制メール） 

（  ）③防災アプリ 

（  ）④電話（家族や親せき等からの電話） 

（  ）⑤電話（市が固定電話へ連絡する，災害時電話通報サービス） 

（  ）⑥国，県，市のホームページ 

（  ）⑦ツイッター 

（  ）⑧フェイスブック 

（  ）⑨ＬＩＮＥ（ライン） 

（  ）⑩テレビ 

（  ）⑪ラジオ放送 

（  ）⑫市，消防，警察の車両による放送 

（  ）⑬防災行政無線屋外スピーカー 

（  ）⑭地域（自主防災組織など）による呼びかけ 

 

（２）あなたが防災情報を入手するときにあれば有効だと考えるもの全てに「〇」を記入

してください。 

（  ）①電話（携帯電話，スマートフォン） 

（  ）②防災行政無線屋外スピーカー 

（  ）③防災行政無線戸別受信機（家庭内でのスピーカー放送） 

（  ）④ＦＡＸ（ファックス） 

（  ）⑤地域（自主防災組織など）による呼びかけ 

（  ） ⑥その他（具体例を記入：                        ） 

 

 

 



10 

 

（３）あなたが必要としている防災情報全てに「〇」を記入してください。 

（  ）①危険が迫っている注意喚起情報 

（  ）②避難を促す情報 

（  ）③避難場所の開設情報 

（  ）④道路の通行状況 

（  ）⑤公共交通機関の運行状況 

（  ）⑥ライフラインの状況 

（  ）⑦災害が発生している状況 

 

３ 「（仮称）まちづくり支援拠点施設」の整備について 

福山市では，福山市市民参画センターの機能を中心に，福山市男女共同参画センター・

青少年センターと福山市老人大学の機能を集約・複合化し，多様な市民（個人，団体，企

業）の交流や連携から，本市の未来を共に創る「共創」のチャレンジが生まれる場として

「（仮称）まちづくり支援拠点施設」を整備することを検討しています。 

このことについて，検討の参考とするため，次の設問にお答えください。整備の内容に

ついては，別紙の「（仮称）まちづくり支援拠点施設」整備の概要をご参照ください。 

 

問１ 各施設をどの程度の頻度で利用しているか，施設ごとに当てはまるものに「〇」

を記入してください。（過去に利用していたが現在は利用していない場合は，利用し

ていた際の利用頻度等でお答えください。） 

利用施設 市民参画ｾﾝﾀｰ 
男女共同参画ｾﾝﾀｰ・ 

青少年ｾﾝﾀｰ 
老人大学 

利用頻度等 

※該当するも

のに「〇」を記

入してくださ

い。 

（  ）週 3日以上 （  ）週 3日以上 （  ）利用経験有り 

（  ）週 1～2日 （  ）週 1～2日  

（  ）月 1～3日程度 （  ）月 1～3日程度  

（  ）年数回程度 （  ）年数回程度  

（  ）利用経験無し （  ）利用経験無し （  ）利用経験無し 

 

問２ 「（仮称）まちづくり支援拠点施設」には，市民（個人，団体，企業）の活動を行

う場の整備を考えています。どのような活動スペースを設けることが望ましいか，

当てはまるものを５つまで選び，「○」を記入してください。 

（  ）①複数のグループが同時に使え，交流も可能なオープンな活動スペース

（イスやテーブルを設置） 

（  ）②小規模ブース（最大 10 人程度の会議などが可能なスペース） 

（  ）③市民活動などを紹介する展示スペース 

（  ）④市民活動のための個人作業スペース 

（  ）⑤大人数（50～60 人程度）での会議も可能な部屋 

（  ）⑥音楽活動などが可能な防音性の高い部屋 
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（  ）⑦軽い運動が可能なスタジオスペース 

（  ）⑧その他（具体的に以下の自由記述欄にご記入ください。） 

（自由記述欄） 

                                            

                                            

 

問３ 「（仮称）まちづくり支援拠点施設」において，市民（個人，団体，企業）の活動

を支援するためにはどのような機能が必要か，当てはまるもの全てに「○」を記入

してください。 

（  ）①市民活動への支援・相談 

（  ）②市民（個人，団体，企業）同士の活動のマッチング支援 

（  ）③行政との連絡・支援窓口 

（  ）④中小企業，起業家の支援・相談 

（  ）⑤子育て支援・相談 

（  ）⑥少年の非行防止・立ち直り支援 

（  ）⑦ＤＶ等女性の総合相談窓口 

（  ）⑧活動の参考となる図書やデータベース 

（  ）⑨共用のＯＡ機器（プリンター，複合機など） 

（  ）⑩その他（具体的に以下の自由記述欄にご記入ください。（他市事例や参考

となる施設名など）） 

（自由記述欄） 

                                            

                                            

 

問４ 「（仮称）まちづくり支援拠点施設」を充実し，使いやすく魅力的な場とするため

にはどのような設備等が必要か，当てはまるもの全てに「○」を記入してくださ

い。 

（  ）①オンライン会議に対応（Wi-Fi，モニターなど） 

（  ）②オンライン予約 

（  ）③スマートロックシステム ※ 

（  ）④施設利用料のキャッシュレス決済 

（  ）⑤施設利用者が利用・占有できるロッカー 

（  ）⑥キッズスペース（幼児・児童のあそび場） 

（  ）⑦ガラス張りで外部からの視認性が高い施設 

（  ）⑧自然との調和がとれたリラックスできる施設 

（  ）⑨その他（具体的に以下の自由記述欄にご記入ください。） 

※スマートフォンアプリ等の機器でドアの施錠管理をするシステム 
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（自由記述欄） 

                                            

                                            

 

問５ 「（仮称）まちづくり支援拠点施設」の設置場所の立地条件や周辺環境について，

特に重視した方がよいと思うものを５つまで選び，「○」を記入してください。（現

状，福山市内に該当する環境があるかにかかわらず，条件・環境として重視するも

のをお答えください。） 

（  ）①駅からの距離 

（  ）②バス停からの距離 

（  ）③駐車場の広さ 

（  ）④公園 

（  ）⑤コンビニエンスストア 

（  ）⑥スーパーマーケット 

（  ）⑦飲食店 

（  ）⑧カフェ 

（  ）⑨遊歩道 

（  ）⑩運動施設 

（  ）⑪宿泊施設 

（  ）⑫その他商業施設（物販店舗な

ど） 

（  ）⑬企業オフィス 

（  ）⑭その他（具体的に以下の自由

記述欄にご記入ください。） 

（自由記述欄） 

                                            

                                            

 

問６ 「（仮称）まちづくり支援拠点施設」の候補地として，現在，次の２か所を考えて

います。よりふさわしいと思う場所を選び，「〇」を記入してください。候補地の概

要については，別紙の「（仮称）まちづくり支援拠点施設」整備の概要をご参照くだ

さい。 

（  ）①旧福山市体育館跡地（草戸町五丁目１２番４号） 

（  ）②現福山市市民参画センター（本町１番３５号） 

（  ）③どちらでもよい 

 

４ 「図書館の利用，子どもの読書活動」について 

 本市では幼児から高齢者まで，あらゆる市民が本に親しみ，本を読む楽しさを知り，仕

事や生活に役立つ情報を得たり，知識・情報を深めることができる図書館をめざしていま

す。また，子どもたちが読書を通じて生きる力を身につけるため，「子ども読書活動推進計

画」を策定し，取り組んでいます。 

このことについて，取組の参考とするため，次の設問にお答えください。 
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問１ 図書館の資料の貸出や各種サービスについて，次の中から当てはまるものに「〇」

を記入してください。 

（  ）①とても満足している （  ）②満足している  

（  ）③あまり満足していない（  ）④満足していない  

（  ）⑤図書館を利用したことがない 

 

問２ 2020 年（令和２年）７月から導入した「電子図書館貸出サービス」について，次の

中から当てはまるものに「〇」を記入してください。 

（  ）①利用している （  ）②知っているが利用していない  

（  ）③知らなかったが，今後利用したい 

（  ）④知らなかったが，今後も利用しない  

 

問３ 子どもの読書活動の推進に有効と思うもの全てに「〇」を記入してください。 

（  ）①家庭での読み聞かせ （  ）②図書館の充実  

（  ）③学校図書館の整備  （  ）④読み聞かせボランティアの育成 

（  ）⑤地域（公民館等）での本の貸出や講座の実施 

（  ）⑥本の情報発信の充実  

（  ）⑦その他（具体的に以下の自由記述欄にご記入ください。） 

（自由記述欄） 

                                            

                                            

 

５ 福山城築城４００年記念事業について 

現在，福山城博物館は 2022 年（令和４年）８月 28 日（日）の「福山城築城 400 年記念日」

のリニューアルオープンに向け，耐震改修工事や展示リニューアルを行っています。 

世代を問わず，市内外から多くの方にお越しいただき，福山城の魅力を市内外に発信して

いきたいと考えています。 

福山城博物館の展示がより魅力的なものとなるようリニューアルの参考とするため，次の

質問にお答えください。 

 

問１ 展示のあり方（方法・手段）について，あなたの関心度に当てはまるものに「〇」

を記入してください。 

 

（１）動画等による映像を活用した展示 

（  ）①とても関心がある  （  ）②関心がある  

（  ）③あまり関心がない  （  ）④関心がない 
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（２）模型，立体物など実際に触れることのできる体験型の展示 

（  ）①とても関心がある  （  ）②関心がある  

（  ）③あまり関心がない  （  ）④関心がない 

 

（３）音声案内といった視覚だけでなく聴覚による解説案内 

（  ）①とても関心がある  （  ）②関心がある  

（  ）③あまり関心がない  （  ）④関心がない 

 

（４）プロジェクションマッピング等を活用した展示 

（  ）①とても関心がある  （  ）②関心がある  

（  ）③あまり関心がない  （  ）④関心がない 

 

問２ リニューアル後に館内で上映する映像コンテンツのテーマについて，あなたの関心度

に当てはまるものに「〇」を記入してください。 

 

（１）現在も残る福山城本丸，二之丸部分を中心とした「福山城」の構造や特徴，歴史等

をテーマとしたもの 

（  ）①とても関心がある  （  ）②関心がある  

（  ）③あまり関心がない  （  ）④関心がない  

 

（２）鬼
おに

日向
ひゅうが

と恐れられた猛将から名君となった初代藩主・水野勝成をテーマとしたもの 

（  ）①とても関心がある  （  ）②関心がある  

（  ）③あまり関心がない  （  ）④関心がない 

 

（３）鎖国から開国へ時代を切り開いた福山藩主・老中首座 阿部正弘をテーマとしたも

の 

（  ）①とても関心がある  （  ）②関心がある  

（  ）③あまり関心がない  （  ）④関心がない 

 

（４）現在の福山市の礎となる水野勝成の城下町整備，干拓，産業振興などまちづくりを

テーマとしたもの 

（  ）①とても関心がある  （  ）②関心がある  

（  ）③あまり関心がない  （  ）④関心がない 
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（５）鞆の浦や神辺，松永など福山の歴史の中でゆかりのある偉人達をテーマとしたもの 

（  ）①とても関心がある  （  ）②関心がある  

（  ）③あまり関心がない  （  ）④関心がない 

 

アンケートは以上となります。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 
【問合せ先】 

福山市市民局市民部 市民生活課 

☎084（928）1050 

  8:30～17:15(土日祝日を除く) 

 


